
資料３

令和２年度当初予算における第2期総合戦略に基づく主な新規・拡充事業
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○ 地域中核企業成長促進事業 産業政策課

33,110

妊産婦・子ども医療費助成事業 こども課

722,137

ファミリーサポートセンター運営事業 こども課

7,161

小学校就学援助費補助事業 学校教育課

91,878

中学校就学援助費補助事業 学校教育課

88,188

私立高等学校等教育振興事業 教育総務課

7,752

○ 観光企画費 観光交流推進課

2,059

○ ○ ○ 歴史資源活用推進事業 文化振興課

10,272

令和2年度
当初予算

（単位：千円）
課名主な事業

八つの重要視点

№

1

しごとづくり 地域中核企業成長促進事業

結婚・出産・子育て

5

結婚・出産・子育て

7

2

結婚・出産・子育て 妊産婦・子ども医療費助成事業

新規

拡充
結婚・出産・子育て 私立高等学校学費助成補助金

拡充

新規

小学校就学援助費補助事業

中学校就学援助費補助事業

8

まちの活性化 歴史的旧家連携交流支援事業

新規

拡充

拡充

【地域資源をいかした観光誘客　～市民が主役の観光地域づくり～】
・交流人口の拡大と地域の活性化を図るため、歴史的旧家を活用する団体が連携して実施する回遊事業と、歴史的旧家を日
常的に活用するために取り組む環境整備を支援する。

3

結婚・出産・子育て ファミリーサポートセンター運営事業

4

まちの活性化

6

【雪が育んだ100年産業・製造業基盤強化事業】
・地域内外からの雇用や地域内取引を増やし、地域経済の活力向上を図るため、研究開発や生産性の向上等に積極的に取り
組むものづくり企業を集中的に支援し、当該企業及び関係する地域企業群の成長を促す。

【地域資源をいかした観光誘客　～市民が主役の観光地域づくり～】
・市民や観光事業者が自らできることを考え、実践しながら、来訪者との交流を楽しむことのできる観光地域づくりを進め
るため、観光に意欲的に取り組む市民や事業者が取組に役立つ知識や技術を習得し、担い手同士の横のつながりを築く場と
して「観光地域づくり実践未来塾」を開講する。
・市民自らが当市の魅力を発信しようとする気運を高めるため、ＳＮＳを活用した「フォトコンテスト」を実施する。

・子育て世帯の経済的負担を軽減するとともに、子どもの疾病の早期発見と早期治療につなげ、子を産み、育てやすい環境
整備の推進を図るため、市民税非課税世帯の小学生に係る医療費の自己負担額を助成し、完全無料化する。

・地域の子育ての相互援助活動を支援するため、育児の援助を受けたい人（依頼会員）と育児の援助を行いたい人（提供会
員）との相互援助活動に関する連絡・調整を実施する。
・新たに低所得世帯の保護者に対し、ファミリーサポートセンターの利用料を助成する。

・保護者の経済的負担の軽減を図るため、私立高等学校に在学している生徒の保護者のうち市・県民税所得割の合計が一定
額に満たない世帯に対する学費助成を拡充する。

・経済的理由によって就学が困難と認められる生徒の保護者に対する就学援助費について、国庫補助単価の改正にあわせて
増額する。

拡充

・経済的理由によって就学が困難と認められる児童の保護者に対する就学援助費について、国庫補助単価の改正にあわせて
増額する。

観光地域づくり実践事業

※事業の実施については、令和2年度予算の成立をもって行います。
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令和2年度
当初予算

（単位：千円）
課名主な事業

八つの重要視点

№

○ ○ 旧師団長官舎管理運営費 文化振興課

84,598

○ ○ 歴史資源活用推進事業 文化振興課

115,969

○ ○ ○ 歴史資源活用推進事業 文化振興課

117

○ ○ 歴史資源活用推進事業 文化振興課

1,609

○ ○ 町家交流館高田小町管理運営費 文化振興課

25,070

○ 観光企画費 観光交流推進課

45

地域公共交通運行対策費 交通政策課

390,281

14
まちの活性化 城下町高田レンタサイクル事業

9

まちの活性化 施設の維持管理（旧師団長官舎）

バス運行対策費補助金（387,939）
・生活交通を確保するため、上越市生活交通確保計画に位置付けている73系統の路線バス及び乗合タクシーの運行に対し補
助金を交付し、バス路線等を維持する。
・バス利用者の利便性向上を図るため、バス事業者と連携して、バスロケーションシステムの導入に向けた実証実験を行
う。

12

まちの活性化 城下町高田の歴史・文化をいかした街なか回遊観光事業

13

まちの活性化 町家交流館高田小町管理運営費

【城下町高田の歴史・文化をいかした「街の再生」】
ガイドブックの作成（1,492）
・高田地区における歴史的建造物等のほか、歴史文化に関連した取組や地域の食などをまとめて紹介するガイドブックを作
成する。

共通入館券の発行（117）
・高田城三重櫓、歴史博物館、小林古径記念美術館のほか、高田に関連のある偉人・先人を紹介している日本スキー発祥記
念館、坂口記念館に入館できる共通券を発行する。

【城下町高田の歴史・文化をいかした「街の再生」】
町家交流館高田小町駐車場の整備（13,970）
・高田小町周辺エリアの拠点性を高めるため、駐車場の整備を行う。

新規

15

まちの活性化 バス運行対策費補助金

10

まちの活性化 町家等公開・維持管理事業

11

まちの活性化 手仕事文化の継承と発信

【城下町高田の歴史・文化をいかした「街の再生」】
旧今井染物屋の活用に向けた整備（114,700）
・旧今井染物屋を保存するとともに、地域の手仕事文化の継承と発信を行う拠点として活用するため、耐震を含めた改修工
事等を行う。

・旧今井染物屋において、地域の手仕事文化を継承し発信していくため、地域おこし協力隊の募集に取り組む。

拡充

新規

拡充

【城下町高田の歴史・文化をいかした「街の再生」】
旧師団長官舎の活用に向けた整備（83,021）
・旧師団長官舎を保存するとともに、民間事業者によるレストランとして活用するため、建物改修工事等を行う。

・街なか回遊観光を促進するため、高田地区において、実証実験としてレンタサイクル事業を行う。

新規

拡充

拡充

※事業の実施については、令和2年度予算の成立をもって行います。
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令和2年度
当初予算

（単位：千円）
課名主な事業

八つの重要視点

№

○ 雪国文化村リゾート推進事業 施設経営管理室

166,217

○ 雪中貯蔵施設整備事業 農村振興課

117,884

○ ○ ○ 企画調整費（重要施策企画調整事業） 企画政策課

8,489

○ 定住促進奨学金貸付事業 企画政策課

1,646

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 企画調整費（重要施策企画調整事業） 企画政策課

8,489

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 企画調整費 企画政策課

－

18

UIJターンとまちの拠点性・担い手づくり 若者等の活躍と将来のUターン促進の取組

若者等の活躍と将来のＵターン促進の取組（2,336）
・まちづくりを担う次世代の人材発掘・育成を促進するため、若者が気軽に参加しやすい交流会を開催し、まちづくりへの
参画につなげていくとともに、当市の魅力を伝える映像を高校生と共に制作し、発信するなど、若い世代の「ふるさと上越
市」に対する理解と愛着を深める取組を進める。
・中長期的な観点からＵターンについての関心が高まるよう、市内在学の高校生並びに当市の出身で市外に居住する子育て
世帯等に向け、ＳＮＳ等を活用して当市の魅力や充実した子育て支援制度などを発信する。

雪国文化村リゾート推進事業

・安心安全に利用できる通年型リゾート施設として雪だるま高原施設を計画的に整備する。

【温泉の宿「久比岐野」改修整備事業】
（新規）久比岐野浴室改修工事等（78,811）【3月補正】
・「温泉の宿 久比岐野」の浴室を拡張して一定の温浴機能を確保するため、浴室改修工事等を実施する。

17

拡充

19

UIJターンとまちの拠点性・担い手づくり 定住促進奨学金貸付事業

16

新規
まちの活性化

21

全般 企業版ふるさと納税制度の活用促進

【上越市まち・ひと・しごと創生推進計画】
・国の制度改正にあわせ、第2期上越市まち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく包括的な地域再生計画を作成することで、
企業版ふるさと納税の対象を、市が実施する地方創生に資する全事業に拡充し、市外本社企業からの寄附の促進につなげ
る。

・若者の将来にわたる定住を促進するため、市内に居住しながら公共交通機関を利用して市外の大学等に通学する学生に対
し奨学金（通学費）を貸与する。また、返還期間中に本市に居住し、事業所等に就業している場合に、返還額の3分の2に相
当する額を免除する。
・利用実態等を踏まえた見直しを行い、貸付限度額を引き上げるとともに、返還期間を延長し、返還時の負担軽減を図る。

第2期地方創生推進事業補助金（3,125）
・民間団体や事業者等による地方創生に向けた取組を支援するとともに、第2期総合戦略に掲げた重点事項に基づき提案され
た事業への補助を創設するなど、地域を挙げた地方創生の取組を一層推進する。

20

全般 第2期地方創生推進事業補助金

拡充

拡充

拡充

新規

まちの活性化 雪中貯蔵施設整備事業【3月補正】

【雪室による地域活性化計画】
・雪室での貯蔵効果をいかした農産物の高付加価値化などにより、中山間地域の農業者の所得向上及び地域へのにぎわいを
もたらすため、平成29年12月に焼失した安塚区の雪中貯蔵施設に代わる新たな施設を建設する。

※事業の実施については、令和2年度予算の成立をもって行います。


